
令和４年度　新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金活用事業一覧（令和３年度繰越事業含む）

単位：円

No. 所管課 事業名 事業の概要 総事業費 交付金充当経費 事業実施期間 事業実施による効果

1 総合戦略課
新しい生活様式対応観光船運
行支援事業

村内の重要な観光資源である「仏ヶ浦」への観光航路
を維持・継続するため、コロナ禍において新しい生活
様式に沿って3密対策（乗船人数の削減及び喚起・消毒
対策）を講じて運航する事業者に対する事業継続のた
めの奨励金を交付した。

8,800,000 6,218,000
令和4年4月

～
令和4年12月

村内で観光船運航業を営む2事業者に対して支援を行っ
たことにより、観光船事業を維持継続することができ
た。

2 総合戦略課 さい未来チャレンジ支援事業

村内で起業、異業種参入、新製品の開発、事業の経営
改善、事業承継、ウィズ・アフターコロナを見据えた
新たな事業展開に対応するための事業等に取り組む事
業者への支援を行った。

1,615,000 1,141,000
令和4年6月

～
令和5年3月

村内の加工業を営む１事業者が取り組んだ新製品の開
発への支援を行い、地域産業の活性化を図ることがで
きた。

3 総合戦略課
宿泊応援地域共通クーポン券
発行事業

村内の民宿・旅館に宿泊した者に滞在期間中に使用で
きる地域クーポン券を発行した。

14,051,884 9,928,000
令和4年4月

～
令和5年3月

滞在期間中に使用できる地域クーポン券を付与したこ
とにより、宿泊者にお得感を与えることができ、宿泊
者の増加につながったほか、村内小売事業者でクーポ
ン券が使用されたことにより地域経済の維持活性化を
図ることができた。

4 総合戦略課 プレミアム商品券発行事業
コロナ禍により村内での購買需要が低下し、売り上げ
が減少している中で、村内小売事業者で使用できるプ
レミアム率20％の商品券を発行した。

8,242,819 5,824,000
令和4年4月

～
令和5年3月

プレミアム率20％の商品券を発行し、村内での消費拡
大と購買意欲を喚起させることができ、地域経済の維
持活性化を図ることができた。

5 総合戦略課
プレミアムさいイート券発行
事業

コロナ禍により影響を受け入込観光客数が大幅に減少
している中で、売り上げが減少している飲食・食料
品・土産販売店で利用できる「イート券（飲食券）」
にプレミアム率50％を付して販売した。

4,466,441 3,155,000
令和4年4月

～
令和5年3月

プレミアム率50％のイート券（飲食券）を発行し、村
内での消費拡大と地域経済の維持活性化を図ることが
できた。

6 総合戦略課
観光プロモーションツール事
業

コロナ禍において新たな観光スタイルとして提唱され
るマイクロツーリズムの流れを捉え、コロナ禍であっ
ても３密を回避でき、外出自粛によるストレス発散場
所を求めるニーズに対応した環境を整備するととも
に、観光ガイドブックの作成やウェブページと連動さ
せたプロモーション活動を行った。

16,834,544 11,894,000
令和4年7月

～
令和5年3月

グランピング事業の展開と併せて、観光ガイドブック
の作成やテレビ番組制作によるプロモーション活動も
併せて展開したことにより、次年度以降の誘客の呼び
込みが期待できた。

7 総務課
「Ｓａｉチャンネル（ライブ
配信）」システム構築事業

新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金
（第一次分）で整備した「愛と誇りに満ちた住民の安
全・安心を守る「ＡＩ（愛）サイ（佐井）ボードネッ
トワーク構築事業」で行った全世帯配備のタブレット
端末情報機を活用し、役場から各世帯のタブレットへ
ライブ配信できる機能を付与するためのアプリ開発を
行った。

17,380,000 12,280,000
令和4年9月

～
令和5年3月

タブレット情報端末機にライブ配信機能が付与された
ことから、災害等が発生し可及的速やかに住民に情報
を周知する必要がある場合、村長が住民へ生配信で呼
びかけ、住民の速やかな安全安心の確保に努める環境
を整備できたほか、平時には、議会開会中に会議を生
中継で配信することができる機能などが備わり、常に
リアルタイムで行政や議会の情報を住民と共有するこ
とができ、住民が安心して暮らせる社会環境の構築を
図ることができた。

8
佐井村地域生活支援券配布事
業

コロナ禍において、原油価格や電気・ガス料金を含む
物価の高騰により、村民の日常における家計生活に広
く影響を及ぼしていることから、村民の生活支援を行
うことを目的として、村内の小売事業者で利用できる
生活支援券（商品券）10,000円分/人を配布した。

18,377,437 18,113,000
令和4年7月

～
令和5年2月

村内の小売事業者で利用できる生活支援券（商品券）
10,000円分/人を配布したことにより家計の負担軽減が
図られたと同時に、約17,300千円の村内での購買需要
が創出され、地域経済の維持活性化も図ることができ
た。

9
佐井村中小企業者等原油高騰
対策緊急経営支援事業（国の
Ｒ４予算分）

新型コロナウイルス感染症拡大の影響に加えて、原油
高に伴う燃料価格の高騰により厳しい経営環境が続い
ている村内の中小企業者等を対象に、これらの影響を
緩和するための緊急支援を行った。

1,911,000 1,883,000
令和4年11月

～
令和5年2月

村内の67中小企業者等を対象に原油高に伴う燃料価格
の高騰に対する支援を行い、多少なりとも経営環境の
改善に寄与することができた。

10
佐井村中小企業者等原油高騰
対策緊急経営支援事業（国の
Ｒ３予算分）

新型コロナウイルス感染症拡大の影響に加えて、原油
高に伴う燃料価格の高騰により厳しい経営環境が続い
ている村内の中小企業者等を対象に、これらの影響を
緩和するための緊急支援を行った。

648,000 648,000
令和4年11月

～
令和5年2月

村内の67中小企業者等を対象に原油高に伴う燃料価格
の高騰に対する支援を行い、多少なりとも経営環境の
改善に寄与することができた。

11
佐井村漁船操業者緊急支援事
業

新型コロナウイルス感染症の長期化に伴う消費停滞や
魚価安の影響を受け、昨今の原油価格などの高騰によ
り事業活動に支障が生じている村内の漁船漁業を営む
者に対し、操業に必要な経費の一部の支援を行った。

4,715,000 4,715,000
令和4年11月

～
令和5年3月

漁船操業者128名に対して、原油高に伴う燃料価格の高
騰等に対する支援を行い、多少なりとも事業の維持・
継続のために寄与することができた。

12
佐井村中小企業者等原油高騰
対策緊急経営支援事業（国の
Ｒ４予算分⑥）

新型コロナウイルス感染症拡大の影響に加えて、原油
高に伴う燃料価格の高騰により厳しい経営環境が続い
ている村内の中小企業者等を対象に、これらの影響を
緩和するための緊急支援を行った。

2,391,000 2,208,000
令和4年11月

～
令和5年2月

村内の67中小企業者等を対象に原油高に伴う燃料価格
の高騰に対する支援を行い、多少なりとも経営環境の
改善に寄与することができた。

13 佐井村あったか生活支援事業

エネルギーや食料品価格等の物価高騰によるインフレ
化において、コロナ禍で地域経済にマイナスの影響が
ある中で、全ての村民の日常における家計生活に何ら
かの悪影響を及ぼしており、特にこれからの冬季にお
いては、灯油等をはじめとする燃料費の負担が全ての
家計に重くのし掛かることから、全ての家計の経済的
負担の軽減を図ることを目的として、国の電力・ガ
ス・食料品等価格高騰緊急支援金の給付対象とならな
い世帯に対して、食料品価格の高騰分や冬季の生活を
支える電気、灯油、ガス料金の支払いの一部として、
均等割のみ課税されている低所得世帯には一世帯あた
り50,000円の現金を、それ以外の課税世帯には一世帯
あたり20,000円の燃料券（灯油、ＬＰガス等に使用
可）を支給した。

13,986,204 12,917,000
令和4年12月

～
令和5年3月

物価高騰などにより、全ての村民の日常における家計
生活に何らかの悪影響を及ぼしている中で現金給付や
燃料券を支給したことにより、家計の負担軽減を図る
ことができた。

14
佐井村農業用燃料等高騰対策
緊急支援事業

新型コロナウイルス感染症の長期化に伴う消費停滞や
農業用燃料等高騰により、事業活動に支障が生じてい
る村内の農業を営む個人に対し、燃料等高騰分に係る
経費の一部の支援を行った。

152,000 140,000
令和4年12月

～
令和5年3月

農業を営む21名に対して、原油高に伴う燃料価格の高
騰等に対する支援を行い、多少なりとも事業の維持・
継続のために寄与することができた。

15 疾病予防対策事業費等補助金

新型コロナウイルス感染症への感染リスクを最小限に
しながら、これから生まれてくる世代の子どもを守る
ため、過去に公的に予防接種が行われていない男性を
対象として、風しんの抗体検査と予防接種の経費の支
援を行った。

225,244 10,000
令和4年4月

～
令和5年3月

過去に公的に予防接種が行われていない男性を対象と
して、風しんの抗体検査と予防接種の経費を支援した
ことにより、妊婦への感染を防止することで生まれて
くる赤ちゃんの障害リスクを軽減することができた。

16
学校保健特別対策事業費補助
金

新型コロナウイルス感染症への感染リスクを最小限に
しながら学校を再開し、十分な教育活動を継続するた
め、感染症対策を徹底しながら児童生徒の学びを保障
するために必要となる保健衛生用品等の整備を行っ
た。

433,125 215,000
令和4年5月

～
令和5年3月

村内小中学校2施設について、学校生活における児童・
生徒の感染リスク低減を図るための環境整備を行うこ
とができ、児童生徒が安心して学校生活を送ることが
できた。

合　　　　　　計 114,229,698 91,289,000


